別表第５（第37条関係）

適用区分表

	職　　　　　　　員
	調整数

	１　教授，准教授，講師又は助教で大学院工学研究科の担当を命じられた者（以下｢大学院担当教員｣という。）のうち，大学院工学研究科博士後期課程（以下「博士後期課程」という。）を担当する者で主任として４人以上の博士後期課程学生に対する研究指導に常時従事する者
	３

	２　大学院担当教員のうち，大学院工学研究科において直接に講義，演習，実験又は実習の指導（以下「講義等」という。）を年度を通じて２単位以上担当し，かつ，大学院工学研究科修士課程（以下「修士課程」という。）又は博士後期課程を担当する者で主任として４人以上の修士課程及び博士後期課程学生に対する研究指導に常時従事する者（ただし，１人以上３人以下の博士後期課程学生に対する研究指導に常時従事する者に限る。）
	2.5

	３　大学院担当教員のうち，講義等を年度を通じて２単位以上担当し，かつ，修士課程又は博士後期課程を担当する者で主任として４人以上の修士課程及び博士　後期課程学生に対する研究指導に常時従事する者（１及び２に掲げる者を除く。）
	２

	４　大学院担当教員又は大学院工学研究科の学生の指導を命じられた助教のうち，次のいずれかに該当する者

　イ　大学院担当教員のうち，講義等を年度を通じて２単位以上担当し，かつ，修士課程又は博士後期課程を担当する者で主任として１人以上３人以下の修士課程及び博士後期課程学生に対する研究指導に常時従事する者

　ロ　大学院担当教員のうち，大学院工学研究科において直接に講義による指導のみを年度を通じて４単位以上行う者

　ハ　大学院工学研究科に在学する学生の指導に常時従事する助教で，講義等により指導する教授等の担当教員を補助して行う学生の指導（以下「授業補助指導」という。）及び主任を補助して行う学生の研究指導（以下「主任指導補助」という。）に従事する時間が，年間において合わせて授業25単位分に相当する時間以上（このうち，授業指導補助の従事時間数が２単位以上であることを要する。）である者
	1.5

	５　大学院担当教員又は大学院工学研究科の学生を指導する助教のうち，次のいずれかに該当する者

　イ　大学院担当教員のうち，講義等を年度を通じて２単位以上担当する者

　ロ　大学院工学研究科に在学する学生の指導に常時従事する助教で，授業補助指導及び主任指導補助に従事する時間が，年間において合わせて授業４単位分に相当する時間以上（このうち，授業指導補助の従事時間数が２単位以上であることを要する。）である者
	１



